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H27年度以降の事業計画
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２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

高尾野農村環境改善センターは、農業経営及び農家生活の改善合理化、地域連帯感の醸成等を図り、農村の環境整
備を組織的に推進することを目的として建設され、市民の健康づくり及び文化の向上等を図るための地域活性化の
拠点施設、市民相互の交流の場として幅広く活用されている。老朽化が著しい舞台照明設備等を改修し、適正な維
持管理を行うことで市民が利用しやすい施設としての活用及び設備の省力化により経費節減を図ることができる。

老朽化している設備を改修し、農村活性の拠点として、農村文化の向上、市民相互の交流により連帯感の醸成及び
地域の活性化が図られる。
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　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

細目　予算細々目名 会計 款 項

３　事務事業の概要

　施設の適正な維持管理を行うことで、健康づくり及び文化の向上等
を図る場を提供する。
　舞台照明設備を改修することで、支障のない施設の利用及び省力化
（節電）による経費節減を図る。

06

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

H25年度の事業計画 H26年度の事業計画

４　事務事業の対象・手段・意図

施　　策

　 　

市民

目
根拠法令・条例、関連計画等

01

総合計画上の
位置付け

基本方針

農村環境改善センター修繕料

出水市農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例・施行規則

事務事業名 高尾野農村環境改善センター舞台照明設備改修事業 事業期間 平成 平成 25
恵まれた地域資源を生かした多様な産業が躍進するまちづくり

25 年度

平成２４年度　実施計画作成・事務事業評価（事前評価）シート
実施計画
１　基本事項

産業振興部 課等名 高尾野支所産業建設課 422部等名 記入者名 池田　強
年度

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

06

舞台照明設備の改修



272

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

２　事務事業の目的
　いつまでに実施しなければならないのですか

　意図は妥当ですか（「４事務事業の対象・手段・意図」欄の意図について）

　既存事業の拡大では対応できないですか

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

効
率
性

30,363

目標

□ 

450

26年度

緊
急
性

補助事業等の財源確保に努め実施する。

方向性の理由、改善案等

事業内容等を精査し、財政事情等を考慮して財源確保を前提に実施す
る。

今後の方向性（総合評価）

■ は　い
理由

方向性の理由、改善案等

最終目標
実績 目標 目標

27年度

450

１　指標の推移

区分

活
動
指
標

②

成
果
指
標

① 人

②

施設利用回数①

方向性の理由、改善案等

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

理由

理由
　既存施設を安全適切に整備管理していくことで、市民が常時安心して施設を活用することができ
ることにより、市民相互の交流が深まり、市民の連帯感の醸成並びに地域文化の発展が図られ、更
なる住みやすい地域づくりが期待されるため、施設の老朽化に伴う整備は必要であることから、意
図は妥当である。

□ 

□ 

■ は　い

いいえ

400

23年度 24年度

420

指 標 名 単位

農業経営及び農家生活の改善合理化、地域連帯感の醸成、市民の健康づ
くり及び文化の向上を図るため、地域活性化の拠点として常時利用され
ている施設であり、設備を改修することで安全に施設を利用することが
できるよう事業を進めていく必要がある。

妥
当
性

舞台照明設備は設置後２７年経過し、設備としての耐用年数（１５年）も超過しており、老朽化が
著しく不具合も生じ、製造中止及び規格変更等により補修部品等の調達も困難な状況である。ま
た、設備の性質上老朽化に伴う接触不良、過電流等による電気事故も懸念されている。突発的な事
故が発生した場合には、甚大な被害を被る可能性が否定できないことから、早急に設備改修を行う
ことで、安全かつ目的に即した施設利用が促進される。

25年度

回

年度

27

目標

393

事務事業評価（事前評価）

目標値

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

平成
年度まで

照明使用料等を含む施設利用料を徴収している。

は　い

いいえ

■

いいえ

32,000 35,000 35,00031,000施設利用者数 35,000

450

25

理由

既存施設の設備の老朽化に伴う改修である。

27


